🌿 カーテン × 遮熱剤 組み合わせ表（実務用）
以下は、
· ハウス条件
· 作型
· 外被材
· 日射強度
に応じて、最適な遮熱剤の遮光率（＝使用量）とカーテンの使い方を整理した表です。

📌 組み合わせ早見表（定番パターン）
	ハウス条件・作型
	遮熱剤（赤外線カット）
	カーテン
	理由・効果

	標準的なハウス（軒高2.0〜2.5m）
	13%（標準）
	15〜30%
	最もバランスが良い。湿度が上がりにくく、萎れ防止に十分。

	低軒高ハウス（1.6〜1.9m）
	13〜16%（強め）
	15%（低遮光）
	熱がこもりやすいので遮熱剤を強めに。カーテンは湿度上昇を避けるため低遮光。

	POフィルム（元々13〜20%遮光）
	10〜13%（やや控えめ）
	15%
	フィルム自体が遮光しているため、遮熱剤は控えめで十分。

	透明フィルム（エフクリーン等）
	13〜16%
	15〜30%
	赤外線が入りやすいので遮熱剤をしっかり。

	夏秋栽培（夏も収穫）
	13〜16% × 2回塗布
	15〜30%
	夏の強日射対策が最重要。2回塗布が資料でも“絶対的におすすめ”。

	冬春栽培（7月終了）
	13%（1回）
	15〜30%
	夏のピーク前に終了するため1回で十分。

	従業員の暑さ対策を重視
	13〜16%
	15〜30%
	作業環境改善には遮熱剤が最も効果的。






🌞 季節別の最適組み合わせ
	時期
	遮熱剤
	カーテン
	ポイント

	3月上旬〜4月1日
	1回目（10〜16%）
	晴天日だけ閉
	資料推奨の最適塗布時期。曇天日はカーテン開。

	4月〜5月
	1回目の効果継続
	15〜30%を必要時だけ
	日射が急増する時期。開閉は慎重に。

	6月上旬（梅雨前）
	2回目（10〜16%）
	15〜30%
	資料で「絶対的におすすめ」。梅雨明けの強日射に備える。

	7月〜8月
	2回目の効果ピーク
	15〜30%（隙間5〜15%）
	換気効率を最優先。湿度上昇を避ける。

	9月中旬〜10月
	除去剤で落とす
	カーテン中心
	資料より：遮熱剤が残ると光不足・温度不足になるため必ず除去。



🌱 目的別の最適組み合わせ
	目的
	遮熱剤
	カーテン
	理由

	萎れ防止（最優先）
	13〜16%
	15〜30%
	赤外線カットが最も効果的。カーテンは補助。

	湿度を上げたくない
	13%
	15%（低遮光）
	カーテン閉は湿度上昇の原因。遮熱剤中心に。

	収量を落としたくない
	10〜13%
	15%
	光を確保しつつ温度だけ下げる。

	品質重視（果実温度を下げたい）
	13〜16%
	15〜30%
	果実温度は赤外線で上がるため遮熱剤が有効。

	作業環境改善（暑さ対策）
	13〜16%
	15〜30%
	ハウス内の体感温度が大きく下がる。



🌾 最適な運用の黄金ルール（資料の要点）
✔ 遮熱剤で「赤外線」をカット
→ 植物体温・鋼材温度・作業者の体感温度が下がる
✔ カーテンで「光量」を微調整
→ 曇天日は開、晴天日は閉
✔ カーテンは閉めたら夕方まで開けない
→ 光の急増が植物にストレス
✔ カーテンは必ず隙間を開ける（5〜15%）
→ 換気効率を確保し湿度上昇を防ぐ
✔ 遮熱剤は2回塗布が最も効果的
→ 資料で「絶対的におすすめ」
📌 必要なら、あなたのハウス専用の「最適組み合わせ表」も作れます　簡易版
以下を教えていただければ、
あなたのハウスに完全最適化した組み合わせ表 を作成します。
· 作物（例：トマト・イチゴ・キュウリ）
· 作型（夏秋・越冬など）
· ハウスの軒高
· 外被材（PO・エフクリーン等）
· カーテンの遮光率・種類
その情報があれば、
「遮熱剤の使用量」「塗布時期」「カーテンの閉度」「隙間量」まで具体的に決めた完全版 を作れます。

